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WHAT IS KATSUBEN?

甦る　
娯樂の王道活動大冩眞！

坂
本
龍
馬

坂
本
龍
馬

あ
そ
う 

や
た

あ
そ
う 
こ
や
た

イ
ン
テ
リ
美
人
活
弁
士

活
弁
界
初
文
部
大
臣
賞
受
賞

主催：「映画界の風雲児 梅屋庄吉」展実行委員会（長崎歴史文化博物館、長崎県、長崎市）　
長崎歴史文化博物館１Fホール

チ
�
�
プ
リ
ン
の

霊
泉

チ
�
�
プ
リ
ン
の

霊
泉

監
督
・
脚
本
・
主
演　 

チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

監
督 

枝
正
義
郎

主
演 

阪
東
妻
三
郎

（３）「活弁ってな～んだ？」
　日時：11 月 10 日（土）　場所：１Fホール
第 1部　レクチャー＆ワークショップ　10:00 ～ 12:00　　
　講師：弁士・麻生子八咫
　　レクチャー「映画史の中の活弁史」
　　ワークショップ「活弁って楽しい！」を体験しよう
　第 2部　無声映画上映会　13:30 ～ 15:30
　　「国定忠次」（弁士：麻生八咫）
　　「チャップリンの霊泉」（弁士：麻生子八咫）
　　「坂本龍馬」（弁士：麻生八咫）
　　入場料：1,800 円（当日）、1,500 円（前売り）、高校生以下 700 円（前売り 500 円）

「
国
定
忠
治
」と
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ

監
督  

牧
野
省
三   

主
演 

澤
田
正
二
郎

2018年11月10日2018年11月10日土



大　人  1、800円（当日）　1、500円（前売り）

高校生以下 700円（当日）　　500円（前売り）

　

今
回
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
お
金
持
ち
。
万
病

に
効
く
霊
の
泉
が
あ
る
と
い
う
噂
を

聞
き
つ
け
療
養
に
や
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
し
か
し
そ
の
泉
の
水
は
な
ん
と

も
ま
ず
い
！
美
女
の
前
で
は
い
い
格

好
を
す
る
が
、
裏
で
は
逃
げ
惑
う

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
。
そ
こ
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
ド
タ
バ
タ
コ

メ
デ
ィ
ー
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
が
喜
劇
の
王
様
で
あ
る
事
を
再
確

認
で
き
る
作
品
。
回
転
扉
や
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
の
よ
う
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
の
絶

妙
な
絡
み
合
い
は
ま
さ
に
必
見
。

明
治
維
新
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
る

坂
本
龍
馬
の
半
生
を
描
い
た
本
作
。

禁
門
の
変
（
蛤
御
門
の
変
）
以
後
、

大
政
奉
還
が
成
り
徳
川
幕
府
は
終
結

す
る
が
、
龍
馬
は
明
治
維
新
を
目
前

に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
憂
国
の
志

士
・
坂
本
龍
馬
の
最
期
の
シ
ー
ン
、

阪
東
妻
三
郎
が
演
じ
る
坂
本
龍
馬
の

迫
真
の
演
技
は
必
見
！
明
治
維
新
一

五
〇
年
の
節
目
と
な
る
本
年
に
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
一
作
で
す
。
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麻
生
八
咫
（
あ
そ
う
や
た
）

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
獨
協
大
学
卒
業
後
、
一
人

芝
居
「
日
傘
と
剃
刀
」
を
全
国
四
百
回
公
演
。
活

弁
士
・
池
俊
行
師
の
活
弁
「
坂
本
龍
馬
」
と

の
感
動
の
出
会
い
に
よ
り
活
弁
士
と
な
る
。

一
九
九
五
年
文
化
庁
主
催
「
ジ
ャ
パ
ン
映
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
イ
タ
リ
ア
）
活
弁
公
演
。

一
九
九
八
年
活
弁
界
初
の
文
部
大
臣
賞
受
賞
。
二

〇
〇
四
年
埼
玉
坂
本
龍
馬
会
会
長
就
任
。「
活
弁
教

室
」（
台
東
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）
主
催
。

著
作『
映
画
ラ
イ
ブ　

そ
れ
が
人
生
』高
木
書
房（
麻

生
八
咫
・
子
八
咫
共
著
）

朗
読
Ｃ
Ｄ「
名
人
伝
」「
山
月
記
」（
中
島
敦･

作
）

語
り
／
麻
生
八
咫　

演
出
／
麻
生
子
八
咫

健
康
法
Ｃ
Ｄ　

あ
そ
う
式
・
白
隠
禅
師
の
「
軟
酥

の
法
」
語
り
／
麻
生
八
咫

麻
生
子
八
咫
（
あ
そ
う
こ
や
た
）

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
父
・
八
咫
の
公
演

を
観
て
育
ち
、
十
歳
で
浅
草
木
馬
亭
よ
り

デ
ビ
ュ
ー
。
二
〇
〇
三
年
十
一
月　

第
四

十
八
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
青
年
弁
論

大
会
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
。
二
〇
〇

八
年
四
月
高
校
の
英
語
の
教
科
書
「All 

aboard! 

Ⅱ
」（
東
京
書
籍
）
に
、

“A Young K
atsubenshi” 

と
し
て
登
場
。

二
〇
一
五
年
十
一
月
日
本
弁
論
連
盟
理
事

就
任
。
二
〇
一
八
年
三
月
東
京
大
学
大
学

院
博
士
課
程
満
期
退
学
。

活
動
写
真
弁
士

活
動
写
真
弁
士

　
文
部
大
臣
賞
受
賞
の
親
子
活
弁
士
麻
生
八
咫
・
子
八
咫
に
よ
る
、

活
弁
の
歴
史
講
座
、
実
演
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
体
験
ま
で
も

が
で
き
る
一
日
だ
け
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
。「
映
画
」
と
い
う
二
十
世
紀

最
大
の
大
発
明
品
の
渡
来
に
伴
っ

て
、
日
本
人
が
生
み
出
し
た
活
弁

と
い
う
大
衆
娯
楽
の
世
界
へ
誘
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
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◆
◆
◆
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無
声
映
画
上
映
会

無
声
映
画
上
映
会

活弁の歴史、実演、体験までもができる一日だけのプログラム

弁
士
・
麻
生
子
八
咫

弁
士
・
麻
生
八
咫

弁
士
・
麻
生
八
咫

　

活
弁
は
、
語
り
手
で
あ
る
弁
士
が
サ
イ
レ

ン
ト
映
画
を
上
映
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
の
横
に

立
ち
、
口
頭
で
物
語
細
部
や
登
場
人
物
の
声

を
語
る
日
本
の
芸
能
で
す
。

　

同
じ
一
本
の
映
画
で
も
、
語
り
口
調
は
浪

曲
風
に
語
る
か
講
談
風
に
語
る
か
、
は
た
ま

た
立
派
な
大
先
生
の
よ
う
に
語
る
の
か
、
す

べ
て
は
そ
の
日
の
弁
士
の
舌
先
次
第
！
悲
劇

映
画
の
は
ず
が
喜
劇
に
？
革
命
映
画
の
は
ず

が
農
村
の
お
話
に
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
？
弁
士

の
数
だ
け
、
興
行
の
数
だ
け
、
新
し
い
物
語

が
生
み
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

映
画
史
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
明

治
か
ら
大
正
期
の
弁
士
達
の
話
芸
、
そ
し
て

彼
ら
の
生
き
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

麻
生
子
八
咫
は
十
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
活

弁
士
で
す
が
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
無
口
で
喋

ら
な
い
子
ど
も
で
し
た
。
そ
れ
が
、
大
き
な

声
を
自
在
に
操
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
人
生
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
、
現

代
を
生
き
る
活
弁
士
、
麻
生
子
八
咫
の
生
き

様
を
聞
き
な
が
ら
、
実
際
に
ご
来
場
の
皆
様

と
一
緒
に
声
を
だ
す
楽
し
さ
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
発
声
の
基
本
姿
勢
、
簡
単
な

ス
ト
レ
ッ
チ
、
基
本
的
な
発
声
練
習
や
早
口

言
葉
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
く
体
験
し
ま

し
ょ
う
。

13
時
半
〜

　
15
時
半

レ
ク
チ
ャ
ー
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

レ
ク
チ
ャ
ー
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
時
〜

　
12
時

10
時
〜
11
時

弁
士
・
麻
生
子
八
咫

入
場
無
料

アクセス
● 路面電車「桜町」電停下車、徒歩 5 分。
● 路面電車「市民会館」電停下車、徒歩7分。
● 路線バス「桜町公園前」バス停下車、徒歩 3分。
● 県営バス（風頭町行）「歴史文化博物館」バス停下車（1時間毎）。
● 長崎自動車道（長崎芒塚 IC）より、諏訪神社方面へ10 分。

http://www.katsuben.com/
info@katsuben.com

映
画
史
の
中
の
活
弁
史

11
時
〜
12
時

弁
士
・
麻
生
子
八
咫

「
活
弁
っ
て
楽
し
い
！
」

を
体
験
し
よ
う
。

チ
�
�
プ
リ
ン
の
霊
泉

監
督
／
枝
正
義
郎　

主
演
／
阪
東
妻
三
郎

一
九
二
八
年
（
大
正
三
年
）
封
切
作
品

監
督
・
脚
本
・
主
演
／
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
封
切
作
品

監
督
／
牧
野
省
三　

主
演
／
澤
田
正
二
郎

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
封
切
作
品

　
「
赤
城
の
山
」
と
「
山
形
屋
」
の
二   

編
か
ら
な
る
義
理
と
人
情
の
短
編
映

画
。「
赤
城
の
山
も
今
宵
を
限
り
〜
」

で
知
ら
れ
る
国
定
忠
治
の
名
セ
リ
フ

で
お
馴
染
み
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

皆
さ
ん
と
声
を
出
し
て
語
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

坂
本
龍
馬

「
国
定
忠
治
」

「
国
定
忠
治
」

と
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ

と
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ

長崎歴史文化博物館
〒850-0007　長崎市立山1丁目1番1号
TEL:095-818-8366  FAX:095-818-8407  　http://www.nmhc.jp/


















































































定員
140 名

定員
100
名

チケットお申し込み・お問い合わせ　長崎歴史文化博物館

無声映画上映会　鑑賞券

「映画界の風雲児 梅屋庄吉」展 関連企画

会
場
会
場

市役所前

勝山町

長崎市役所

至長崎駅

桜町小学校

桜町公園前
バス停長崎放送

諏訪神社
聖福寺

日本銀行
親和銀行

長崎警察署

市役
所通
り

市民会館

桜町

諏訪神社

日銀前


